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年の水位低下，地盤収縮量増加l

のつけが翌年まで繰り越されて

いる。新潟県(~) に よれば， 1968 

年から1979年までの累計地盤

収縮量は図 2-4-20のとおり で3

最大 184mmに達している。 地

盤沈下地域は，建設省{りの資料

によ ると軟弱層 (N値ζ30)の厚

さが 40111以上の地域と一致し
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新井市は扇状地にあり ，軟弱 " 

層が分布しないため地盤沈下は
図2-4-22 高田平野地下水位，地盤収縮量の経年変化

生じていない。 しかし，冬期の (新潟県(3)による〉

消雪用地下水の利用の増加により ，水j図れなど井戸機能障筈の生じた浅井戸 (深度 10m以浅〕が

多い。新井市では，建設省 j果土木事務所とと もに地下水調査委員会を設けて，今後の道路消雪

用地下水利用のあり 方を検討している(8)。

直江津地域の海岸に近いら層，G4層を対象とした井戸には，塩分濃度の高いものがあり ，地

下水位低下によって海水が浸入している。一方，大潟町や内陸部にも塩分濃度の高い地下水があ

り3 これは G5層などの方、ス周，あるいは海成堆積層な どの影響によるものとされている
(310

新潟県生活環境部では，頚城村三分ーで保倉川の表流水をろ化し，G4層に注入する実験を 1973

年頃から行っ ている。 この間， 平均 1，200-1，300 m
3
fdの源義が行われ， 1979年までに総量

247万 m3 となった
(2)
。なお実験は， 1981年度以降上越水資源開発利用促進協議会の手に移さ

れ継続されている。 (Jllu晴敏)
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3 富山平 野

(1) 地形・地質

富山平野は，東， 南3 西の三方を山地および丘陵に固まれている。平野は呉羽山丘陵によって

西側の磁波平野と東側の富山平野(狭義の〉および黒部川扇状地(図2-4-23)に三分できる。孤i波
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o lOkm 

図4-2-23 富山平野概要図 (富山県地質図(1)富山県地盤図より作成〉

表 2-4-8 第四点目冨々序および71<.文地質総括表
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平野は，さらに庄川の扇状地とそれにつづく低平な海洋平野の射水平野に区分
される。狭義の富

山平野には，常願寺川，上市川，早月川など東南部の急峻な山地から流出する
河川が扇状地を発

達させている。碩波平野の北側には，第三紀層からなる丘陵を境にして，小規
模な氷見平野があ

る。

平野背後の山地，高原には飛~t\'l変成岩類，蓮華変成岩類， 花街岩類，中生層の米馬層群や手取

層群および流紋岩類が分布し，平野に面する低い山地，丘陵には平野をとりま
くように，富山湾

に向かつて傾斜した新第三紀層の堆積岩類が分布している (1)。

第四紀層は丘陵を形成し，第三紀層の地質構造と調和している埴生累層，呉羽
山磯層などの下

部洪積層と，これらを切って，段丘堆積物として新期扇状地の周りに分布する
中部~上部洪積層

および新期扇状地礁周，潟埋積層などの沖積層に区分される。段丘堆積物は，
東福寺期，上段期，

下段期の土佐積物に分けられ，それぞれ高位段丘，中位段丘，低位段丘に相対し
ている (表2-4-8)。

富山平野を二分する丘陵に呉羽山丘陵があり，ここは第三紀層の背斜軸に当 り
，ft下新世の氷見累

層が露出している。

柏野，三浦，藤井(りによれば，富山平野の更新世中期以降の土佐積盆地の枠組
や堆積物の厚さを

いするぎ

決定したのは，石動変動と呼ばれる椛造運動であるとしている。平野の西縁に
は石動断層があっ

て，更新世前期の埴生累層や上部鮮新世の氷見累周を平野に急斜させ，東縁に
は黒菱山断層があ

って，更新世前期の呉羽山l深層を切り， さらに呉羽山丘陵には呉羽山断層があって，こ
れらは，

いずれも この石動変動期に形成されたのち，高位段丘や中位段丘堆積層に痘わ
れている。 また，

第四紀庖の基底については，呉羽山丘陵を境として東側で深 く，黒部川扇状地
や富山付近では，

弾性波探査の結果から ， 地表下 500~600m に達す る としている。西側の射水平野では， 天然ガ

ス試錐による と深さ 250 ~ 350m， 高岡市付近では，温泉ポーリ ングとによると深さ 200m で第

三紀層に達したとしている。
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図2-4-24 砺波平野地質断面図
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富山平野および周辺部の丘陵，段丘に分布する第四紀層は表 2-4-8のとおりである。石動変動

期以降に富山堆積盆に埋積した英大な砂磯層を主とした地屈は，更新世中期の東福寺期以降の堆

積物であると推定されるが，平野地下における これらの細分と段丘形成層との対比はむずかしい。

以下，各地域ごと に，地下地質に主眼をおいて述べる。

A.嘱波平野

圧川扇状地には，厚さ 100m 以上の厚い砂喋層が分布する (図2-4-24)。ここでは，沖積層の

扇状地1深層と ， その下に伏没している低位段丘T~提層 (旧期扇状地機屑〉を区分する こ とはむずかし

い。圧川扇状地上部の低位段丘面下では，砂や泥屈がひんぱんに挟まれるよ うになり，上段期以

降の地層と推定される。

高岡付近では，砂，泥層が多くなり 3 小矢部川沿いの地域でも同様である。小矢部川以北の地

域で，井戸柱状図にみられる厚い砂，泥層は埴生累層であると考えられる。射水平野では，潟埋

積層(沖積層〉下の深度約50mに低位段丘磁層につづく と考えられるいわゆる第 11幾層が分布し，

それ以深にも厚い砂，泥互届が堆積している。

B.富 山平野(狭義〕

神通川，常願寺川に形成された新期扇状地で、は，厚い砂磁屈が堆積 し， 2-2'断面(図2-4-25)

では約 100mの厚さがある。 下段段丘の旧期扇状地磯層は，新期扇状地の下へ伏没し，海岸部の

低平地地下では海水準下 50-60m以浅に分布する第 11深層に連続している。この低平地には，

第 11深層の下に，砂，粘土を介して， さらに第 21深層ともいうべき磯層が分布するが，これらは
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図2-4-25 富山平野(狭義〉地質断面 図



地上では分布の少ない上段期以

前の地層に当ると考えられる。

早月川，片貝川扇状地でも厚

さ 50m~ 70m の砂喋層(新，旧

扇状地I深層〉がつづく。一方，段

丘を解析した谷底平野地下には，

砂，泥互層，粘土まじり喋層な

ど上段期以前の地層が分布する。

C. 黒部川扇状地

山本3 極根(5)がまとめたこの

地域の地形概念図を図 2-4-26

に示す。 ここには新旧の扇状地

があり ，それぞれ現扇状地面

(図2-4-26のG)，舟見野面 (F)，

浦山面 (U)，前沢面 (M)，十

ニ貫野面 (Jt.Jふ棚山面 (T)

に区分されている。 F，U，M は

低位段丘に， Jl， J2は中位段丘

に対比されている。段丘面の傾

斜は時代の古いものほど急であ

第 4寧北陸地方の地下水 401 

200 埋谷面の標高(m)、O観測干し(A五郎八エ、 B青木)

図2-4-26 黒 部川扇状地地形概念図

(山本，権根(8)より)

り，それぞれより新しい段丘の ( 3 

下に伏在している。

J 1， J2面は，呉羽山喋層とそれ

を覆う東福寺累層，上段喋層の

くさり喋からなる。 F面は厚さ

25 m ほど(2) の舟見野喋層(下

段期〉からなり 3 その下位には，

上段期以前の地層あるいは直接

第三紀層が伏在している。新期

扇状地の下には，広く下段期の

旧期扇状地喋層が伏在している。

新期扇状地喋層の厚さは 5~

50m，平均して 20 ~30 m であ

る(8) (図 2-4-27)。

(2) 地下水

A. 嘱波平野

この地域の地下水利用の状況
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図2-4-27 黒部 川扇状地地質断面図
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表2-4-9 地下水採取量 (1978年〉

(単位 m3fd)

用 途 別

水 道|工業 必業|水 路 消 雪|その他
青「

建築物

孤波平野 29，736 169，937 2，042 32，792 35，280 269，787 

富 山(狭平義野〉 49，828 292，329 14，186 64，113 34，410 454，866 

黒部扇状地 12，898 134，379 4，878 3，674 10，840 7，880 174，549 

昔「 |仰62I附 45I叫 06I 3，674 107，745 899，202 

砺波平野 (高岡市，新湊市，磁波市， 小矢部市，小杉町，大門町，下村，大島町， 城端町，庄川町，

井波町，井口町， 福野町，福光町，福岡町〉

富 山平野 (富山市，魚津市，滑川市，大沢野町3 大山町，舟橋村，上市町，立山町，八尾町，婦中

町，山田村〉

黒部川扇状地〈黒部市，入善町，朝日/IIJ)

富山県 (1981)(6)より

26.0 

-5.0 
EL ・(m)

水位/

/- 、
、--、，-

←庄川扇状地工業
用水(J也下水)

←l二|胤訓Vj①
(D=240m) 

モJ二塚側I'/)/①
(D=20m) _ 

e苛塚原級il\ll~ H，_2)
(D=150m) 

~í岳町観測11' (1) 
(D=260m) ー

牛 I~ a m n n n u ~ ~ n n ~ 00 

(注):Dは井戸の深さ

図2-4-28 砺波平野工業用地下水l使用品の准移と地下水位変化
(富山県(τ)より〉

は表 2-4-9のとおりである。その

推移を使用量の約 60% を占める

工業用についてみ ると図 2-4-28

のとおりである (7)。すなわち，オt

需用全体の ピー クは 1977-1979

年にあるが (35万mS;d)，地下水

の利用は 1973年の規制以降減 少

している (1978年， 19万 m3fd)。

このほか，水道用が 1977年が多 く

58，000 m3j dであるが，1979， 1980 

年は 33，000m3j d程度に減少し

ている (7)。消雪用の井戸は年々増

加していて，揚水量も年間 100万

m3-300万ln3に達してい る。そ

の他建築物用 として 3万m
3jdの

揚水がある。

富山県(7)では井戸の深さとスト

レーナーの位置を図 2-4-29のよ

うに整理している。庄川扇状地中

央部の磁波市や高岡市の南部な ど

で、は，深度 100m までの宇野水層から採水している。 小矢部市では深さ 200m程度の深井戸が多

く，埴生累眉 と考えられる砂泥互層から採水している。中位段丘や丘陵に近い城端町では泥質な

土佐積物が多 く，多層にス トレ ーナーを設けた井戸が多い。 大島町や高岡市の北部では 150m程

度の井戸で砂層から採水している。
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富山県さく井業協同組合さくチl技術研究会発行の富山県地下水位および情逃図集による。

図2-4-29 井戸の深度と ストレー ナ ー の位置 C1974 ~1980年施行の井戸) C'ililll県(7)より〉

図2-4-30 磁波平野の地下

水観測井

〈富山県(7)より〕
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庄川扇状地の地下水観測井は図 2-4-30のように配置され，1973年の地下水規制後に設置さ れ

たものが多い。寺塚原 (凶2-4-28の②)，能町(図2-4-28の①〕など低平地 の深い帯水層では，

1971年の水位が最も低しそれ以後は 1980年まで上昇している(図2-4-28)。庄川に近く浅い帯

水層の水位を観測している二塚(④〉は，1968年から 1972年まで水位低下がみられ， それ以降

は変化が少ない。

庄川河口から富山新港にかけての臨海部では，地下水が塩水化し，ごく一部ではあるが， 1万

ppmにも達した。しかし，その範囲はここ数年拡大していないといわれているω。

B. 富山平野

用途別の利用状況は表 2-4-9のとおりである。地下水採取量は硝波平野より多く ， 日量約 45

万 111
2
である。用途別には，繭波平野と同 じ傾向で，工業用 64%，水道用 10%，建築物用 14%

となっている。井戸の分布は富山市街地に密集するほか，片貝川扇状地の扇端部の魚津市にも多

く，上市町では農業用井戸が多い。

地下水位の低下は富山市街地でも磁波平野の高岡市街地付近と同じような傾向で進行していた

が，観視uチ|二が設置された 1975年以降，低下傾向はみられない。

地盤沈下は， 富山市北部の沖積層の軟弱地盤地帯で 1973~ 75 年に 0.5 ~ 1.0mmの沈下が測定

され，地下水の塩水化もや11通川河口部で局部的にみられた程度である。

富山市付近では，主として第 11深層，一部第 2陳層から取水していて，比湧出量は一般に 200

~ 400m3/d/m である。扇状地では，新期扇状地l磯層 (Agf)および旧期扇状地1深層 (Dg1)から採

水し，比湧出量は 100~200 r工13/d/m である。 上rl'í付近では ， 第 1 1深層およびそれ以下の粘土層を

表2-4-10 黒部川扇状地における水収支-LtZ表 挟む「劇冒 (Dgめから採水し，比湧

(渡部，竹田，吉野より〕

(単位①は ffilTI，⑫は m，他は X10
6m3)

項 目 |かんがい期 I~仏
①降水量 904mm 1，928mm  

②有効降水量 31.4 173.6 

①蒸発散量 62.3 25.2 

④地表・流入量 835.8 1005.6 

①土出量剖く流出量 1193.2 929.2 

⑤かんがい取水量; 907.2 。
⑦かんがい排水量

。
③=③一① 358.0 76.4 

①=⑤ー⑦ 607.2 。
⑬地下水付加量 668.3 224.8 

⑪貯留変化量 174.9 175.6 

⑫地下水位変化宣 5.18m 5.20m 

⑬地下水流去量 393.4 400.4 I 

(注〕 水収支式

②ー①+(④ー①)+(⑤ー⑦〕ー⑬=⑪
、一一一一一一一一一一~一一一一一一一一一

⑮ 

@=⑫×μXA μ.有効間|波率=0.3

l笥

2，832mm 

255.0 

87.5 

1841.4 

2123.0 

907.2 。
281.6 

907.2 

793.1 

0.7 

793.8 

A:水収支区域=112.58km2 

出量は 80m
3/d/mである。片貝川

扇状地の魚津市付近では，新，旧扇

状地1深層から採水し，比湧出量は

100~ 200 m3/d/mである。

c. 黒部川扇状地
地下水採取量は日量約17万 lU

3で

あり，用途は工業用が77%を占め

る(表2-4ーの。黒部，入善，泊とい

った市街地付・近に井戸が多く， 日量

1~2 万 m3 の大量揚水を行 っ てい る

エ揚がある。

井戸は新期扇状地礁層と旧期扇状

地1深層 (Dg1)の両方にス トレーナー

を切ったものが多い。 比湧出量は，

新期扇状地で 300~500 m3/d/mであ

り，低位段丘では 100~ 300m
3/d/m 

である。
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図2-4-31 地下水位変化図 (1978年 1-12月〉

山本，権根(5)は，水田からの浸透水が地下水緬養に果たす役割は非常に大きく ，黒部川からの

直接の酒養は，河道に流水がある揚合以外は少ないとしている。渡部，竹・回，吉野(9)は，1970-

1974年にかけて，新期扇状地 112km2における水収支の検討・を行っている。その結果は表2-4-

年間7.93億 m3が地下水に付加されるが，その 72%，5.68億 m
3埼玉かん10の水収支のとおりで，

がい期に付加されることになる(ちなみに，愛本地点の黒部川の年間流量は 27億 m3で，このうち 16.6

m3 t意がかんがい，発電用として取水されている。かんがい用は3 このうちの9.07{;怠m3である〉。

富山平野には，建設省，富山県の地下水位観測井が 39カ所ある。図 2-4-31に，そのうちの 4

井の 1978年 1-12月の水位変化を示す。観測井の諸元は表2-4-11のとおりである。

五郎八 (1 )観測井は，黒部川扇状地の新期扇状地扇央部にある。基本的には，かんがい期に

水位が上昇し，非かんがい期に低下する変化パタ ーンを示す。最高水位は 6-8月に， 最底水位

は 11月~翌年2月に出現し，変化の幅は 8-10mである。

古上野観測井は庄川扇状地の新期扇状地扇頂にある。五郎八(1 )と同じ変化パタ ーンであるが，

水田へのかんがい(4月下旬〉とほぼ同時に水位が上昇し，かんがいの影響が直接的である。

野村観測井は高岡市街地に近く週単位の小きざみな変化をみせる。同時に，積雪期や夏季に水

位が低下 し，工場，消雪，冷房などの地下水利用の影響が顕著にみられるタイプである。

青木観測井は黒部川扇状地の扇端に近く ，深い帯水層にストレ ーナーが設けられている。その

ため，市街地の中にあるにもかかわらず，Agf-Dg1など，消雪，冷房用水を採水する帯水層の

水位低下の影響をうけていないと考えられる。高水位期，低水位期はほぼ五郎八(1)と同じ時期

であるが，水位変化の幅が小さい。
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観測所名

五郎八l

青 木

忠子 村

古上野

(3) 地下水障害

表2-4-11 代 表 的観測井の 諸 元

38- 50 

117-145 

25- 45 

20- 50 

位置

富山平野は，背後の山地の急激な隆起と，その結果の侵食作用によって供給された粗粒な堆積

物の埋税によって形成されたため，厚くて透水性の大きい良好な帯水層が存在 している。 しかも，

山地に流域をもっ水量豊かな河川と扇状地に展開する水田からの緬養を受け，豊富で良質な地下

水に恵まれた地域で、ある。

これら豊富な地下水は，工業用，上水道用， ピノレ用， さら に近年は消雪用の水源と して開発が

進められ， とくに高岡市 i若山市といっ た扇状地末端に近い都市部で、著 しかった。その結果， か

つて扇端部付近で自噴していた地下水頭は低下し，沿岸部では地下水の塩水化を招くに至っ た。

富山県は， 1976年 3月に 「富山県地下水の採取に関する条例」を制定し，1977年 3月から高岡

規制地域およ び富山規制地域において地下水の採取規制を行うとと もに，地表水への水源UI伝換，

回収水の再利用など水利用の合理化を推し進めてきた。 このため， ピークの 1973年頃には県下

で，年間 4.4使(m
3(国土庁(10)) の地下水利用があ ったが，規制後の 1978年に は 3.65億 ln

3 に減

少している。 このうち， 工業用は 1978年には 2.6億 ln
3とピークの 1969年の 70% に減じ，水利

用全体に対する地下水利用率も 39% から 22% に下っている(810 上水道用は年間 3，600万m
3
前

後と横ばいであり，利用率も 33% 程度 (1969年は 46%)に減 じた。 農業用水は，年間 430万 ln
3

程度 (北I~法政局 ( 11 ) ) で ある 。 こ のほか， ピノレ用，m雪用な どが年間 5，000万m8程度(10)あるが，
とくに消雪用は積雪量が平年並みといえる 1980年で 300万 m

3であり ，年々増加 しつつある問。
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